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へこたれなかった子どもたち 

校長  平石 英一 

 
例年ならば、そろそろ「梅雨明け」のたよりが届くところですが、今年はもうしばらく真夏の陽

射しはお預けとなりそうです。 

 学校を再開して、2 か月が過ぎました。保護者の皆様におかれましては、再開後もお子さんの健

康管理や学習への支援、また、登下校の見守り等で多大なご協力を賜りました。毎日の時間割の変

則的な状況に合わせて、柔軟にご対応いただいたことにも改めて御礼申し上げます。ありがとうご

ざいました。 

 この 2 か月間は、感染防止のため、子どもたちにとっては様々な制約がある中での学校生活でし

た。登校後の手洗いと健康観察、マスク着用の生活、隣との間隔をとった机の配置、前を向いての

静かな給食など、新しいきまりの中で、我慢を強いられる生活を余儀なくされました。窮屈な思い

を強いられながらも、ここまで本当にへこたれずに頑張ってきたと思います。ドイツのメルケル首

相が、「今は、距離だけが思いやりの表現です。」と話しましたが、学校でもこれらの決まりを守る

ことが、自分や友達の命を守る思いやりであるということをこれからも話していきたいと思います。 

 さて、各学年の学習は、当該学年の内容を履修するところまで、追いついてきました。そのよう

な中、6 年生が国語の学習で、短歌の勉強をし、「たのしみは」で始まる自作の作品を教室に飾り

ました。どの作品も味わい深い作品でしたので、ここでその一部を紹介します。 

  

 たのしみは お風呂上がりに うとうとと 布団の上で 本を読む時 

 たのしみは 一人でこっそり たなにある シュークリームを 食べている時 

 たのしみは 自宅勉強 リビングで 自力で解けた 喜びの時 

 たのしみは 家族みんなで 話す中 声が重なり 笑いあう時 

 たのしみは 散歩しながら 空を見て 夕日輝き 落ちていく時 

 たのしみは 親友と共に 顔合わせ 二人で座って 笑いあう時 

 たのしみは 食後にアイス 妹と しあわせ半分 分けあう時 

 たのしみは 週の終わりの 夕方に アイスを食べて 風が吹く時 

 たのしみは 新しい本 開くなり パリパリと鳴る 音を聴く時 

 たのしみは 上見てみれば 青い空 あたたかい光 あたってる時 

 たのしみは ホームランを打ち もり上がり ダイヤモンドを かけ回る時 

 たのしみは 時間をかけて 作文を 終わらせたあと 自由になる時 

 

 子どもたちの感性の豊かさ、素晴らしさを感じます。 

 明日から約２週間の夏休みに入ります。感染症予防に、熱中症予防に、ご家庭においてお子さん

の健康面へ充分ご配慮ください。夏休み明け後の再登校は、8 月 17 日（月）からとなります。 
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